
本業を通じて社会に提供する価値
認識する社会課題に対して、事業を通じて貢献できるような商品の開発や改善に取り組み、
加盟店・取引先を通じて、お客さま、社会へ価値を提供できるように努めています。

通じて貢献できるよう
社会会へへ価価へ価へ

認認識識すするる社社会会課課題題にに対対ししてて、て、て 事事業業をを通通
加加盟盟店店・・取取引引先先をを通通

に対して、て、て 事業を通
通通じじてて、お客さま、、お客さま、て、お客さま、て 社社

商品品のの開開発発やや改改善善にに取取りり組組み、み、
す。す。すききるるよよ価価値値をを提提供供ででき よううにに努努めめていていまますす

組み、
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小榑　それではオ
リ コ の 強 み と は
どのようなことで
しょうか。
菅原　オリコの強
みは「人」だと、入
社以来ずっと思っ
ています。 異動で
別の部署や支店に
行っても人間関係

がすごくいい。 終業後に一緒に飲みに行って将来について
語り合ったり、議論し合ったりしますが、人のつながりを大切
にしている会社だなと感じています｡ 加盟店さま含め、他
の企業や団体とのタイアップが得意なのもそのためだと思い
ます。
田澤　同感です。 何か声をあげたときに、自分たちの話を受
け入れてもらえる環境があると思います。
村木　私は恵まれているのかもしれませんが、常に相手の
気持ちをきちんと考えられるような風土が自然と成り立って
いるように感じます。
神田　対応力、コミュニケーション力があるというのは、取引
先から言われたことがあります。 インターネットを介する方
法は効率的ではありますが、オリコの強みはやはり人を介した
細やかな対応により信頼関係をつくれることだと思います。
小榑　CSRのR（レスポンシビリティ）は、「責任」だけではなく

「信頼」という意味があります。 オリコという会社がいかに
お客さまや社会から信頼を寄せてもらえるかが一番大切で
す｡ 皆さん､しっかりと理解していると感じます｡

小榑　最後に､オリコにとってのCSR、その基本となるものと
は何か、ということについて一言ずつお願いいたします｡

田澤／高畠／神田
「笑顔になれる職場づくりが全てにつながる」
幅広い業務の中で、対応力が強みであると感じました。 お客
さまに対応していく中で､隣にいる同僚など、“一緒に働いて
いる仲間が笑顔になれる職場づくり”がまず第一歩。 それが
全てにつながっていくと思います。
久保山／対馬
「ステークホルダーの気持ちに常に寄り添う」
ステークホルダーそれぞれの立場で考えることが一番のCSR
だと思います。オリコの強みである商品力や対応力､コミュニ
ケーション力を通じて、ステークホルダーから信頼していた
だけるよう、ステークホルダーそれぞれの立場で考え、その
気持ちに寄り添っていけることが一番のCSRだと思います。
菅原／村木
「自分たちの仕事がCSRにつながっていると認識すること」
今日この座談会に参加するまで、自分の仕事はCSRとはあま
り関わっていないと思っていました。 今日、自分や皆の役割
を話し、共有できたことで、自分の仕事が実はCSRにつながっ
ていることを実感しました。 その認識を持つことが大切なの
だと思います。 そして、楽しく仕事ができることも、CSRの実
践に必要な一つのエッセンスだとも思いました。
小榑　オリコという会社は、基本理念に掲げているように

「お客さまの豊かな人生の実現」に寄り添う存在だと思いま
す｡ 皆さんは、そういう貢献をしているということに自信を
持ち、自分の会社の存在意義を自覚することが大切です。 
オリコのブランドスローガン「かなえる、の そばに。」――
これは非常に良いフレーズだと思います。 相手に寄り添っ
て、願いをかなえ
てあげることがで
きる会社、これは
CSRそのものだと
思います。 今日、皆
さ ん の 話 を 聞 い
て、みんな同じ方
向に向いていると
感じました｡

オリコの強みは人間力。
人のつながりが信頼関係をつくる

私たちの想い
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事業を通じたCSR事業を通じたCSR

個品割賦事業 多様化する社会的ニーズに応じ、柔軟な事業を推進

クルマに関する
多様な金融ニーズに応える

T O P I C S 1

1144

　学費の高額化などを背景に、家計に占める教育費の負担は
年々高まっています。 オリコの「学費サポートプラン」は現在6万
人超のご利用者と、大学・短大600校超、専門学校1,500校超の
提携実績を誇る学校指定の教育ローンです。 最大の特徴は大
学をはじめ、短期大学や専門学校と保護者、そしてオリコとの3
者間で契約を結ぶ提携教育ローンであることです。 一般的な
奨学金とは異なり、学生本人ではなく保護者との契約となりま
す。 また、利用しやすい分割手数料や高い審査承諾率を実現し
ているのも魅力のひとつです。 オリコは、利用しやすく柔軟な
返済方法が選べる「学費サポートプラン」の提供を通して進学・
進級を目指すご家庭への着実なサポートを続けています。

教育資金ニーズに応える
「学費サポートプラン」

T O P I C S 2

　オリコはオートローンの分野で30年以上の実績を持ち、車
を購入いただくお客さまの幅広いニーズに応え、便利で利用
しやすい商品を開発してきました。 加えて最近では、お客さま、
特に若者の車の所有に対する意識の変化に対応し、「車の所有
（購入）」と「使用（レンタルなど）」の中間のニーズに応える商品
として、オートリース事業も展開しています。 車検やオイル
交換等のメンテナンスをパッケージ化した商品は、車の知識
がなくても安心・安全に利用することができ、ご高齢者や若い
女性のお客さまを中心に好評をいただいています。 リース事業
は新しい車の持ち方を提案することで多様なニーズに応えることに加えて、車の効率的・有効な利用へ貢献しています。 株式
会社オリコオートリースにおいて代理店組織「コアラクラブ」を設立し、定期的にリースの勉強会を行うなど普及に努めてい
ます。 

マイカーリース車両保有台数の推移

大学・短大提携校数の推移

出所：（一社）日本自動車リース協会連合会公表資料を基に
　　 ㈱オリエント総合研究所にて作成
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　近年増えているWebからのクレ
ジット申し込みは、分かりやすさ、ス
トレスの少なさが求められます。 オリコは、お客さまが利
用される商品・サービスごとに申し込みサイトをカスタマ
イズしたり、スマートフォンやタブレットをはじめ新しいIT
環境に対応したりするなど、改良に努めてきました。今後
も使いやすさを追求したWebサイトの提供に取り組んで
いきます。

Web操作向上の
ための取り組み

T O P I C S 3

　オリコとお取引いただいている島村楽器株式会社は、全国の店
舗・音楽教室を通じて使わなくなった楽器を預かって修繕・クリーニ
ングし、国内の児童養護施設や開発途上国の子どもたちに楽器を届
けるという社会貢献プロジェクトを行っています。 2015年、オリコ
はこのプロジェクトに賛同して島村楽器株式会社の各店舗で分割
購入いただいた代金のうち一部を修繕・クリーニング費用として寄
付する活動を行いました。 現在、この取り組みを通じて全国各地か
ら集まった楽器の修繕・クリーニングが進んでいます。 プロジェク
トを通して広く社会に貢献したいという島村楽器株式会社の理念
に、オリコも強く共感しました。 今後も加盟店の皆さまと協働して
社会に広く貢献していきたいと考えています。

加盟店さまとの協働で
社会に貢献

c o l u m n 銀行保証事業 個人融資を縁の下から支え、
さらに社会課題解決型の商品開発へ

増える災害に応える「災害復旧ローン」
T O P I C S 1

　世界最速のスピードで少子高齢化が進んでいる日本
で、以前からニーズの高まりが指摘されてきたのが高齢
者を対象とした個人向け融資です。 世界でもトップクラ
スの長寿国である日本では、健康で、まだまだ消費意欲の
高いシルバー世代が年々増加しています。 一方で、年金
受給者をターゲットとした金融業者による違法な犯罪な
どが社会的な課題としてクローズアップされてきまし
た。 オリコでは、いち早く高齢者を対象にした個人ロー
ン商品「シルバーライフローン」を開発し、10年を超える
保証実績を築いてきました。 今後、さらに高齢化が進む
と予測される日本の社会でシルバー世代の経済活動を
支えていきます。

高齢者の資金需要に応える
「シルバーライフローン」

T O P I C S 4

ペーパーレス化を推進する
「Webバンクローン」

T O P I C S 2

　少子高齢化や人口減少が進む日本で深刻な課題となっ
ている「空き家」の増加。 政府は2015年2月に「空家等対
策の推進に関する特別措置法」を施行。 こうした背景か
ら、地域の金融機関でも空き家の解体やリフォームに必
要な資金需要に応える個人向け融資商品の拡充に取り
組んでおり、オリコも地域の金融機関と連携して多彩な
商品開発に参画しています。

国や自治体による施策を
サポート「空き家解体ローン」

T O P I C S 3

　日本の地方都市で大きな課題と
なっているのが、飲酒運転です。 「ハ
ンドルキーパー運動」は複数人で飲
食して帰宅する際に、飲酒をしない
運転手を務める「ハンドルキー
パー」を決める取り組みです。 この
運動をサポートするため、全国信用
組合中央協会が主導して各地の信
用組合で「ハンドルキーパー運動応
援ローン」が商品化されています。 
オリコは、全国しんくみ保証株式会
社とともにこの商品開発にいち早
く参画し取り組んでいます。

　大規模災害をはじめ、気候変動などによる台風や集中豪
雨などの自然災害が日本の各地で頻発しており、甚大な被害
が発生しています。 被災地の早期復旧・復興に向けては、被災
者の資金需要にいかに応えていくかが重要な課題のひとつ
です。 オリコは、被災者を対象とした個人向け融資商品「災害
復旧ローン」を、全国の金融機関への保証を通じて提供して
います。 東日本大震災発生時にも、金融機関と協働して個人向
け低利融資に取り組み、復興に向けた支援を行ってきまし

た。 今後もこのような商品開発や保証業務を通じて、貢献
していきます。

飲酒運転をなくす取り組み
c o l u m n

V o i c e
この商品は、被災者や金融機関の期待・要請に
対して、当社としてどう応えていくべきか、と
いう視点から生まれました。
仙台ローン保証支店 千田正勝

　お客さまのライフスタイルの変化により、金融機関の
Webサイト等を通じて消費者ローンを申し込むニーズ
が急速に増えています。 オリコは、お客さまが24時間365
日ご利用いただけるシステムとして、さまざまな金融機関
に「Webバンクローン」を提供しています。 また、Webサ
イト上でローンのお申し込みから契約まで完結するペー
パーレス化に対応しており、お客さまの利便性向上ととも
に、環境保全・保護にも貢献しています。

「Webバンクローン」の仕組み
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申し込み

ご融資 保証審査
結果

申込情報

事業を通じたCSR

お客さま 金融機関
Webサイト

オリコ
「Web

バンクローン」

カード事業 インフラ機能としての役割と責任で、地域へ貢献

　近年インターネットの普及とともに、不正アクセスなどによ
る大規模なクレジットカード情報の漏洩被害が世界規模で発
生しています。 オリコでは国際カードブランド5社が策定した
クレジットカードのグローバルセキュリティ基準である「PCI 
DSS※1」に準拠しており、毎年QSA※2によるオンサイト監査を
受け、認証を取得しています。
　また、発行するクレジットカードに不正な読取や偽造が困難
なICチップの搭載を推進しています。 さらに、本人認証サービ
ス「3Dセキュア」を採用しているため、お客さまはインターネットにおけるクレジットカード決済を安全に行うことができます。 
日本と世界の決済サービスを支えるインフラの一部として、最新・最先端のテクノロジーを導入・活用して安全・安心なカード
利用への貢献を続けています。

クレジットカードを安全にご利用いただくために
T O P I C S 1

1155 Orico Orico CCSSR Coommmuuniiccaatioon RReeppoort 2200166

　急速に進む少子高齢化と大都市圏への人口の一極集中で、
日本はいま地方創生と地域活性化が待ったなしの課題になっ
ています。
　オリコは、カード事業を通じて地域経済の活性化に貢献で
きるよう、次のような新たな取り組みも進めています。

地方創生・地域活性化につなげるために
T O P I C S 2

①さまざまな地域におけるカード利用促進
　スーパーやドラッグストアなど、地域の方々が日常的に利
　用する地場企業とタイアップした「利用促進キャンペーン」

②｢ふるさと納税｣におけるカード利用促進
　自治体とタイアップし地域の特産物を景品に採用した
　「ふるさと納税促進キャンペーン」

タイアップ企業数：14企業
（2015年4月～2016年3月）

タイアップ自治体数：21自治体
（2015年4月～2016年3月）

V o i c e
街のにぎわいと地域経済の活性化に貢献でき
るよう、今後もさまざまな取り組みに挑戦し
ていきます。
カード企画部 酒井雄三

ICチップ搭載クレジットカード

PCI DSS
※1：PCI DSS（Payment Card Industry   
　　 Data Security Standard）･･･Visa、
　　 MasterCard等の国際ブランド5社が
　　共同で策定したカード会員の情報保護
　　に関する国際的なセキュリティ基準
※2：QSA(Qualified Security Assessor)･･･ 
　　 PCI DSSの監査資格をもったセキュリ
　　ティ評価機関
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　近年増えているWebからのクレ
ジット申し込みは、分かりやすさ、ス
トレスの少なさが求められます。 オリコは、お客さまが利
用される商品・サービスごとに申し込みサイトをカスタマ
イズしたり、スマートフォンやタブレットをはじめ新しいIT
環境に対応したりするなど、改良に努めてきました。今後
も使いやすさを追求したWebサイトの提供に取り組んで
いきます。

Web操作向上の
ための取り組み

T O P I C S 3

　オリコとお取引いただいている島村楽器株式会社は、全国の店
舗・音楽教室を通じて使わなくなった楽器を預かって修繕・クリーニ
ングし、国内の児童養護施設や開発途上国の子どもたちに楽器を届
けるという社会貢献プロジェクトを行っています。 2015年、オリコ
はこのプロジェクトに賛同して島村楽器株式会社の各店舗で分割
購入いただいた代金のうち一部を修繕・クリーニング費用として寄
付する活動を行いました。 現在、この取り組みを通じて全国各地か
ら集まった楽器の修繕・クリーニングが進んでいます。 プロジェク
トを通して広く社会に貢献したいという島村楽器株式会社の理念
に、オリコも強く共感しました。 今後も加盟店の皆さまと協働して
社会に広く貢献していきたいと考えています。

加盟店さまとの協働で
社会に貢献

c o l u m n 銀行保証事業 個人融資を縁の下から支え、
さらに社会課題解決型の商品開発へ

増える災害に応える「災害復旧ローン」
T O P I C S 1

　世界最速のスピードで少子高齢化が進んでいる日本
で、以前からニーズの高まりが指摘されてきたのが高齢
者を対象とした個人向け融資です。 世界でもトップクラ
スの長寿国である日本では、健康で、まだまだ消費意欲の
高いシルバー世代が年々増加しています。 一方で、年金
受給者をターゲットとした金融業者による違法な犯罪な
どが社会的な課題としてクローズアップされてきまし
た。 オリコでは、いち早く高齢者を対象にした個人ロー
ン商品「シルバーライフローン」を開発し、10年を超える
保証実績を築いてきました。 今後、さらに高齢化が進む
と予測される日本の社会でシルバー世代の経済活動を
支えていきます。

高齢者の資金需要に応える
「シルバーライフローン」

T O P I C S 4

　世界最速のスピードで少子高齢化が進んでいる日本
で、以前からニーズの高まりが指摘されてきたのが高齢
者を対象とした個人向け融資で
スの長寿国である日本では、健康で、まだまだ消費意欲の
高いシルバー世代が年々増加していま
受給者をター
どが社会的な課題としてクローズアップされてきまし
た。 オリコでは、いち早く高齢者を対象にした個人ロー
ン商品「シルバーライフローン」を開発し、10年を超える
保証実績を築いてきました。 今後、さらに高齢化が進む
と予測される日本の社会でシルバー
支え

高
「シ

T

ペーパーレス化を推進する
「Webバンクローン」

T O P I C S 2

　少子高齢化や人口減少が進む日本で深刻な課題となっ
ている「空き家」の増加。 政府は2015年2月に「空家等対
策の推進に関する特別措置法」を施行。 こうした背景か
ら、地域の金融機関でも空き家の解体やリフォームに必
要な資金需要に応える個人向け融資商品の拡充に取り
組んでおり、オリコも地域の金融機関と連携して多彩な
商品開発に参画しています。

国や自治体による施策を
サポート「空き家解体ローン」

T O P I C S 3

1166

　日本の地方都市で大きな課題と
なっているのが、飲酒運転です。 「ハ
ンドルキーパー運動」は複数人で飲
食して帰宅する際に、飲酒をしない
運転手を務める「ハンドルキー
パー」を決める取り組みです。 この
運動をサポートするため、全国信用
組合中央協会が主導して各地の信
用組合で「ハンドルキーパー運動応
援ローン」が商品化されています。 
オリコは、全国しんくみ保証株式会
社とともにこの商品開発にいち早
く参画し取り組んでいます。

　大規模災害をはじめ、気候変動などによる台風や集中豪
雨などの自然災害が日本の各地で頻発しており、甚大な被害
が発生しています。 被災地の早期復旧・復興に向けては、被災
者の資金需要にいかに応えていくかが重要な課題のひとつ
です。 オリコは、被災者を対象とした個人向け融資商品「災害
復旧ローン」を、全国の金融機関への保証を通じて提供して
います。 東日本大震災発生時にも、金融機関と協働して個人向
け低利融資に取り組み、復興に向けた支援を行ってきまし

た。 今後もこのような商品開発や保証業務を通じて、貢献
していきます。

飲酒運転をなくす取り組み
c o l u m n

V o i c e
この商品は、被災者や金融機関の期待・要請に
対して、当社としてどう応えていくべきか、と
いう視点から生まれました。
仙台ローン保証支店 千田正勝

　お客さまのライフスタイルの変化により、金融機関の
Webサイト等を通じて消費者ローンを申し込むニーズ
が急速に増えています。 オリコは、お客さまが24時間365
日ご利用いただけるシステムとして、さまざまな金融機関
に「Webバンクローン」を提供しています。 また、Webサ
イト上でローンのお申し込みから契約まで完結するペー
パーレス化に対応しており、お客さまの利便性向上ととも
に、環境保全・保護にも貢献しています。

「Webバンクローン」の仕組み
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カード事業 インフラ機能としての役割と責任で、地域へ貢献

　近年インターネットの普及とともに、不正アクセスなどによ
る大規模なクレジットカード情報の漏洩被害が世界規模で発
生しています。 オリコでは国際カードブランド5社が策定した
クレジットカードのグローバルセキュリティ基準である「PCI 
DSS※1」に準拠しており、毎年QSA※2によるオンサイト監査を
受け、認証を取得しています。
　また、発行するクレジットカードに不正な読取や偽造が困難
なICチップの搭載を推進しています。 さらに、本人認証サービ
ス「3Dセキュア」を採用しているため、お客さまはインターネットにおけるクレジットカード決済を安全に行うことができます。 
日本と世界の決済サービスを支えるインフラの一部として、最新・最先端のテクノロジーを導入・活用して安全・安心なカード
利用への貢献を続けています。

クレジットカードを安全にご利用いただくために
T O P I C S 1

　急速に進む少子高齢化と大都市圏への人口の一極集中で、
日本はいま地方創生と地域活性化が待ったなしの課題になっ
ています。
　オリコは、カード事業を通じて地域経済の活性化に貢献で
きるよう、次のような新たな取り組みも進めています。

地方創生・地域活性化につなげるために
T O P I C S 2

①さまざまな地域におけるカード利用促進
　スーパーやドラッグストアなど、地域の方々が日常的に利
　用する地場企業とタイアップした「利用促進キャンペーン」

②｢ふるさと納税｣におけるカード利用促進
　自治体とタイアップし地域の特産物を景品に採用した
　「ふるさと納税促進キャンペーン」

タイアップ企業数：14企業
（2015年4月～2016年3月）

タイアップ自治体数：21自治体
（2015年4月～2016年3月）

V o i c e
街のにぎわいと地域経済の活性化に貢献でき
るよう、今後もさまざまな取り組みに挑戦し
ていきます。
カード企画部 酒井雄三

ICチップ搭載クレジットカード

PCI DSS
※1：PCI DSS（Payment Card Industry   
　　 Data Security Standard）･･･Visa、
　　 MasterCard等の国際ブランド5社が
　　共同で策定したカード会員の情報保護
　　に関する国際的なセキュリティ基準
※2：QSA(Qualified Security Assessor)･･･ 
　　 PCI DSSの監査資格をもったセキュリ
　　ティ評価機関


